
e 
す
る
。
附
内
所
々
に
石
を
芭
き
幻
簡
を
配
L
、
前
方

一

に
鋭
松
・木
川
・木
削
附
を
‘
後
方
に
赤
松

-m・一一ハ州
川町駅

一

年
中
~
拙
ゑ
、
水
昨
と
制
限
に
下
本
物
を
劫
じ
、
水
統

一

を
有
す
る
平
底
と
し
て
お
濯
な
る
一
割
と
し
て
機

n
~

せ
ら
れ
る
。
こ
の
述
物
及
び
陛
川
の
一
部
は
、
昭
和

一

四
年
四
月
文
部
省
か
ら
民
知
名
物
天
然
紀
念
物
法
に
m

コ
ア
カ
ダ
ニ
小
赤
谷
能
炎
制
品
開
問
の
部
町
田
商

よ
っ
て
指
定
せ
ら
れ
‘
十
三
年
三
且
科
び
A
K
m
山
梨
を

一
南
方
の
誤
作
で
、
そ
の
水
赤
谷
の
そ
れ
と
合
し
、
牛

凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
た
。

一
尚
川
に
注
ぐ
o

-

(十

乙
公
川
|
銑
六
川
は
明
治
七
年
五
月
七
日
か
ら

一

コ
ア
ラ
シ
ダ
キ

小
嵐
瀧

能
楽
勝
同
ハ
今
品
開
応
〉

石
川
鯨
の
公
川
と
し
て
公
開
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
大
正

一
の
北
方
遊
山
耐
に
沿
ひ
、
小
出
制
締
よ
り
人
る
こ
と一

O

十

一
年
一
一
一
且
文
総
何
か
ら
名
勝
と
し
て
指
定
ぜ
ら
れ

一
O
米
、
会
山
大
岩
立
を
な
す
加
に
在
る
。
上
段
は
脱

た。

一
谷
を
な
し
て
望
む
を
得
ぬ
が
、
最
後
の
一
段
は
筒
さ

ケ
ン
ロ
ヲ
エ
ン
キ
ヲ
ザ
テ
ラ

拍車
六
回
菊
製

l
一
三
六
米
で
あ
る
。

キ
タ
ザ
ク
ラ
豹
岡
山
。

一

コ
ア
ラ
シ
ダ
ニ
ガ
ハ
小
瓜
谷
川

能
業

md明日

ゲ
ン
ロ
タ
キ
ユ
ウ
セ
キ
シ
ラ
ベ
シ
ヨ
元
禄
宮
跡

一
の
部
w
聞
か
ら
東
北
に
常
る
渓
谷
で
、
そ
の
水
午
首
川

調
書
一
加
。
侃
内
村
々
の
前
跡
等
を
引
上
げ
し
め

一
に
自
ぐ
。

た
も
の
で
、
容
初
に
加
越
能
之
内
持出向
H
ハ
市
ノ
、
致
吟

コ
ア
一
マ
シ
ヤ
マ
小
嵐
山

能
楽
柑
A

出
向
の
部
新

味
川
上
巾
艇
と
あ
り
、
経由ホ
に
允
敵
凶
年
三
対
と
氾

↑
か
ら
束
他
に
ハ
川
る
山
。
日
さ
一

O
O
二
米
。
地
質
枇
附

し
て
あ
る
。

一
締
系
。

ゲ
ン
ロ
ヲ
サ
ン
ネ
ン
カ
ナ
ザ
ハ
カ
サ
イ
キ
元
紘

一

コ
ア
ン
キ

故
案
記

一
加
。
加
犯
の
芯
根
氏
が

三
年
金
津
火
災
記
一
加
。
元
総
三
年
三
月
十
六
日

一
一
部
亡
し
て
、
本
剛
寺
門
徒
が
金
制
作
御
坊
に
川町
っ
た
頃

暁
卦
刻
よ
り
己
刻
ま
で
、
及
び
十
七
日
臼
後
刻
よ
b
一
の
、
そ
の
潟
の
部
附
な
ど
を
靴
録
し
た
も
の
で
あ

巾
下
刻
ま
で
副
院
の
火
災
に
餓
亡
し
た
家
紋
・
姓
名

一
る。

等
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

ゴ
ア
ン
ケ
ン
ド
ウ

搭
巷
間開
設

金
持
町
制
宗
貸

ゲ
ン
ロ
ヲ
シ
ユ
ウ
イ
元
禄
拾
遺

一
加
。
江
戸

一
凶
寺
什
二
代
の
住
持
。
越
前
の
入
。
天
明
八
年
十

一

の
仰
人
徽
士
柄
。
元
総
九
年
一
訊
升
間
脱
出
兵
衛
彼
。

一
且
伊
到
天
間
寺
か
ら
泌
山
し
、
立
政
元
年
八
月
十
八

一古
者
が
先
附
椴
凶
の
あ
と
を
お
ひ
、
総
同
を
行
間
L
一
日
到
佐
中
油
化
し
た
。

て
得
た
句
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
巾
に
加
れ
・能

一

コ
ア
ン
シ
カ
ン
蛮
庵
至
簡

官
制
宗
の
例
。

加

資
も
含
ん
で
阿
る
。

一
引
の
入
。
能
管
永
光
寺
に

於
い
て
祭
山知
削
減
に
制

ゲ
ン
ロ
ト
ウ
ゲ
ン
玄
跨
統
玄

町
制
宗
の
仙
川。

一
し
、
途
に
法
を
嗣
い
で
合
中
の
主
座
と
な
っ
た
。
後

問
的
議
官
の
法
を
嗣
い
で
諸
老
を
陀

mL、
加
到
に

一
元
亨
三
年
間
凶
光
キ
寺
二
代
に
住
し
、
次
い
で
永
光

永
安
寺
を
凶
き
、
問
的
を
仰
い
で
第
一
川
と
な
し
、

よ
守
五
代
に
皿
u
み
、
興
川間
二
年
九
月
を
以
て
光
学
寺
に

途
に
こ
L
に

終

っ

た

。

寂

し

た

。

ケ
ン
ー
ー
コ
イ

コ

コ
イ
ケ
小
池

コ
イ
ケ
ガ
ハ
ラ

回
す
る
部
務
。

コ
イ
ケ
チ
キ
ヨ
ヲ
小
池
池
旭

石
川
樹
新
留
の

人
。
初
め
紫
答
と
鋭
L
、
一
父
梅
路
女
史
と
も
い
う
た
。

江
戸
に
出
で
L
大
協
杭
山
の
義
妹
と
な
り
、
間酬を
以

て
諸
凶
を
治
隠
し
、
戊
医
の
役
に
は
合
結
侯
に
従
う

て
北
下
し
、
制
削
女
院
に
加
っ
て
職
ひ
、
佐
官
軍
に
一
辺

b
点
、
が
許
さ
れ
、
明
治
十

一
年
拳
州
践
的
に
現
し

た
。
飴
五
十
況。

コ
イ
ケ
バ
イ
シ
ヨ
小
池
梅
底

辺
抑
制
間
作

・
伯

滅
。
部
は
常
行
。
品
川
祭
の
子
。
大
場
寺
に
住
吉
れ
、

後
金
持
に
位
し
、
市
宗
文
人
m
M
を
か
い
た
。
大
正
二

年
八
十
三
段
を
以
て
波
。

コ
イ
ケ
ヨ
ラ
テ
小
池
鈴
祭

大
削
指
寺
の
人
。
初

名
米
鹿
沼
兵
衛

o
mは
治
徳
。
閥
抗
の
お
町
小
を
閥
路

次
郎
右
衛
門

一
起
に
恥
ぴ
‘
そ
の
門
下
か
ら
は
合
産

事
兵
衛
・
三
森
此
古
同
を
出
し
た
。
明
治
十
六
年
の
火

災
に
逢
ひ
、
金
持
に
移
住
し
、
イ
九
年
七
十
六
町
磁
を

以
て
渡
し
た。

コ
イ
シ
小
石

臥
主
梢
怖
比
庄
に
邸
す
る
出
町
問
。

能
積
誌
に
、『餓
石
村
と
い
ふ
は
、
勉
地
村
よ
り
一
一
盟

倣
上
に
て
、
今
は
小
石
村
と
い
へ
り
。
』
と
あ
る
が
、

こ
の
訟
は
宗
祇
方
向
抄
の
今
本
に
餓
石
川
を
オ
ヰ
ジ

と
畑
山
訓
し
た
も
の
が
あ
り
、
小
石
を
ヲ
イ
Y
と
訓
ん

で
附
合
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
〈
背
緊

を
得
ぬ
。

河
北
郷
五
ケ
庄
に
回
す
る
部
前
。

小
池
川
原

臨
時
制
矢
田
郷
に

コ
イ
シ
カ
ハ
ゴ
ゼ
ン
小
石
川
御
前

前
凶
童
数

の
女
際
制
。
高
松
侠
徳
川
駅
俄
に
柏
町
し
‘
小
石
川
御

前
と
都
せ
ら
れ
た
。

ゴ
イ
シ
ガ
ミ
ネ
碁
石
ヶ
峰

鹿
島
郡
商
品
の
東

南
に
あ
る
山
。
鹿
島
・羽
咋
二
制
と
越
中
凶
と
の
境

に
在
る
か
ら
三
方
J
立
と
も
い
ふ
。
頂
上
に

大
石
が

コ
d
l内亡、、

世間。

悶
京
附
三
升
郷
に
幽
す
る
郎

あ
っ
て
、
も
と
析
悶
し
た
間
別
で
あ
る
。
高
さ
四
六
一

米
。
地
質
花
向
閃
締
結
。
勿
円
抑
制
子
阪
か
ら
山
頂

ま
で
四
粁。

コ
イ
セ
小
伊
勢

』

ヲ
イ
セ

小
伊
勢
。

コ
イ
チ
ナ
ガ
マ
サ
小
市
一
説
政

永
政
は
泌
都
三

郎
右
衛
門
o
m
則
的
出
版
刷
で
、
流
氷
六
年
加
到
掛
川
の
御

細
工
者
に
な
っ
た
。
二
代
四
郎
三
郎
永
軍
配
入
に
先
だ

ち
て
奴
し
、
永
政
の
捌
弼
左
衛
門
永
次
入
っ
て
家
を

綴
ぎ
、
そ
の
子
漏
左
術
門
永
次
回
代
と
な
0
、
沢
代

揃
左
衛
門
氷
次
後
を
受
け
た
。
次
い
で
義
子
山
次
氷

次
六
代
と
な
り
、
そ
の
子
町
中
永
光
多
病
に
し
て
家

換
を
織
ぐ
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
議
系
を
勝
地
文
治

永
次
に
説
っ
た
。

ゴ
イ
ツ
コ
ウ

御

一
行

滞
供
が
士
に
典
へ
る
知

行
の
辞
令
部
を
い
ふ
の
で
、
古
く
は
草
山
侠
の
花
抑
が

あ
り
、
後
に
は
掠
印
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
御
判
物

又
は
御
印
物
で
あ
る
が
、
総
桝
し
て
御
一
行
と
い
は

れ
て
ゐ
た
。
御
一
行
は
部
一
向
一
泊
の
お
味
か
ら
赫
じ

た
の
で
あ
ら
う
。
先
副
代
々
の
栄
け
た
御
一
一
行
は
、

長
方
形
の
刷
箱
に
政
的
、
袋
に
入
れ
て
、
旧民
内
の川叫

も
見
易
い
杭
に
吊
し
て
也
い
た
。
水
火
錐
に
直
に
取

川
す
こ
と
が
で
き
る
お
で
あ
る
。

泉

コ
イ
.7
Z
カ
ゲ
ス
ケ

小
泉
長
路

沼
桝
新
兵
街
。

定
番
御
歩
引
町
お
役
よ
り
、
見
政
九
年
新
請
に
列
し
、

文
化
六
年
新
知
八
十
布
を
得
て
組
外
に
巡
み
、
十

一

年
波
。

子
孫
制
抽
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

コ
イ
ヅ
芝
ザ
キ
小
泉
崎

J
コ
ウ
ジ
ン
バ
ナ

荒
跡
必
。

コ
イ
ヅ
Z
シ
ゲ
ナ
ガ
小
泉
霊
長

勘
十
郎
と
鼎
制

し
た
。

初
め
前
川
利
治
の
老
女
に
小川
市
十
郎
宿
術
門

の訓晶
子
侍
従
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
ロ
凶
小
左
衛

二
八
九


